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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

表紙写真：秋の京都ゆぶね 行楽弁当エンデューロ 2017（和束町）



特　集特　集

秋を満喫しましょう
　秋も一段と深まって、紅葉が鮮やかに染まり、枯れ葉や落葉が舞い散る時季になりま
した。朝晩はかなり気温が下がるようになり、いよいよ冬の到来も間近といった感があ
ります。
　さて、毎年秋の季節がくると ｢◯◯の秋｣ という言葉を耳にすると思います。他の季
節ではなく、何故秋にだけそう言った言葉があるのでしょうか。様々な ｢◯◯の秋｣ か
らいくつかご紹介したいと思います。また、次のページでは秋を楽しむための各種イベ
ントを紹介していますので、お出かけの際の参考にされてはいかがでしょうか。

① 行楽の秋

　秋は晴天が続いて過ごしやすく、お出かけにはぴったりの季節
です。また、スポーツ・収穫祭・芸術展などのイベントがこの季
節に多くおこなわれるのも「行楽の秋」と呼ばれる理由のひとつ
です。みなさんも秋のよく晴れた休日などには、家から外に出て
散策をされたり、ご家族で出掛けてみてはどうでしょうか。新た
な発見や楽しみが見つかるかもしれません。

② 食欲の秋

　秋はお米が実り、美味しい野菜や果物の収穫や脂の乗った魚が
たくさん獲れる「実りの秋」とも言われています。輸送手段や交
通網が発達したこともあり、今では一年中美味しいものを食べる
ことができます。しかし、昭和の中頃（40 年代）までは季節に応
じて作物が収穫され、秋が 1 年の中で食べ物が最も豊富な季節で
した。つまり、秋は「旬の食べ物」がたくさん出回る季節なのです。

③ 読書の秋

　｢読書の秋｣ と言われるようになった理由は、秋の爽やかで過ごしやすい気候が読書に適してい
るからだとされています。暑い夏が終わり、夜が過ごしやすくなり本を読むのにちょうどよい気
温になるのが秋です。
　｢読書の秋｣ と呼ばれるようになったもう一つの理由としては、古代中
国の漢詩が元になったという説が有力とされています。西暦でいうと、
700 年代後半に生きた韓愈（かんゆ）という詩人が詠んだ詩の中に ｢灯
火親しむべし｣ という言葉があります。この言葉の意味は、｢秋は過ごし
やすい季節で、夜は明かりを灯して読書をするのがよい｣ ということに
なります。そして、この言葉を明治時代の文豪・夏目漱石が ｢三四郎｣
という小説の中で取り上げ、そこから日本に ｢読書の秋｣ が広まったと
言われています。
　秋の夜長には普段、読まないような本をたくさん読み、知識を深め、
ご自分の人生を豊かにするように心がけたいものです。
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特　集特　集

笠置もみじまつり お茶の京都記念・駅ナカ茶カフェ
「STATION!!」オープンイベント

2017 むら活き生きまつり

日　時　11 月 19 日（日）午前 10 時～午後３時
場　所　笠置山もみじ公園
内　容　「音楽」や「ダンス」などのステージイベ
　　　　ントや特産品等楽しいイベントを計画中
　　　　です。あたり一面をもみじに囲まれた幻
　　　　想的な空間で一味違うもみじ狩りをお楽
　　　　しみください。
※ 11 月１日（水）～ 30 日（木）まで笠置山もみじ公園
　のライトアップをおこないます。
主　催　笠置町・笠置町商工会
協　賛　一般社団法人 観光笠置
問合せ　笠置町企画観光課
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）

日　時　11 月 19 日（日）
場　所　ＪＲ笠置駅舎
内　容　８月にＪＲ笠置駅舎にプレオープンした
　　　　「STATION!!」のグランドオープンイベ
　　　　ントをおこないます。お茶の京都記念と
　　　　して宇治茶 BAR を設置し、お茶のふる
　　　　まいをおこなうほか、「STATION!!」に
　　　　てネイルサロン・カフェ・和菓子の販売
　　　　などをおこないます。
問合せ　笠置町企画観光課
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）

日　時　11 月 23 日（木・祝）午前 10 時～午後３時
場　所　南山城村総合グラウンド

　毎年恒例、11 月 23 日は「むら活き生きまつり」です。
　村内で生産した特産品の販売をはじめ、ステージイ
ベントや各種体験コーナーなど南山城村の秋を一日目
いっぱい楽しめるイベント満載です。
　産品なべやしいたけなどの地元産物を使った一品を
味わってください。無料配布のきな粉もち、おいしい
お茶のサービスなどでくつろいでいただけます。
　みなさんお誘いあわせのうえぜひお越しください。
　当日は会場までのバスを運行いたしますのでご利用
ください。
※村内の方については、巡回バスを運行しますので、
　各戸配布のチラシをご覧ください。

問合せ　南山城村産業生活課　☎ 0743･93･0105（直通）

原木しいたけの炭火焼き産品なべ

昨年の会場の様子

バス時刻表
行き　月ヶ瀬口駅→会場

月ヶ瀬口駅発 グラウンド着
８：40 ８：50
９：40 ９：50
10：15 10：25
11：15 11：25
12：15 12：25
13：15 13：25

帰り　会場→月ヶ瀬口駅
グラウンド発 月ヶ瀬口駅着

11：50 12：00
12：50 13：00
13：50 14：00
14：50 15：00
15：10 15：20
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まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置寺と笠置山頂駐車場に「笠やん」の石碑

お茶の京都記念　マチナカ鍋フェスタ
第８回全国ご当地鍋フェスタ「鍋－１グランプリ」

　笠置・創造デザイン会議より２体の笠やんの石碑が寄贈されました。
昔、笠置山にはみなさんに愛されていた一匹の案内猫がいました。
その名は「笠やん」。虎猫風のオスでとても人懐っこく、
いつの頃からか笠置寺境内の行場巡りを案内するよう
になりました。
　笠やんは分かれ道が来ると「にゃ～」と鳴き、お客様
が迷うことなく、散策することができたのです。
　笠やんは平成６年２月にこの世を去り、笠置寺境内に
埋葬されています。
　多くの人に愛された「笠やん」がみなさんの心に残り、
案内猫・笠やん伝説として永遠に語り継がれていく事で
しょう。

　今年はお茶の京都博とのコラボレーションで例年よりパワーアップした「鍋－１グ
ランプリ」をおこないます。
　笠置名物のきじ鍋をはじめ、全国から集めたご当地鍋やご当地グルメを販売し、
来場者によるご当地鍋の投票をおこないます。
　この日、あなたの１票でご当地鍋の頂点が決まります。

日　時　12 月３日（日）午前９時 30 分～午後 3 時 30 分（※雨天決行）
場　所　わかさぎ温泉笠置いこいの館およびＪＲ笠置駅前
内　容　ご当地鍋 34 店舗（例年の約 1.5 倍）・ご当地グルメ 28 店舗（例年の約 2 倍）・
　　　　ステージイベント・アウトドアブース・啓発・観光ブース　※店舗数は予定です。
問合せ　全国ご当地鍋フェスタ実行委員会事務局 笠置町企画観光課内
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）

笠置町

笠置町

お茶の京都 ｢茶畑ハウス｣ オープンします
　11 月４日（土）、和束町白栖地区の弥勒磨崖仏手前にお茶の京都 ｢茶畑ハウス｣ をオープンします。
　白栖地区の茶畑と集落が織りなす生業景観を眺めながら、日本茶インストラクターによる和束茶の飲み
比べ（有料）が楽しめます。みなさんもぜひお越しください。

　期　　間　11 月４日（土）～ 12 月３日（日）の土・日・祝日限定
　　　　　　午前 10 時～午後４時
　場　　所　和束町白栖地区
　メニュー　和束茶飲み比べ（菓子付）　１人 500 円
　問　合　せ　和束町地域力推進課
　　　　　　☎ 0774・78・3002（直通）
※周辺に駐車場はございません。和束茶カフェ駐車場をご利用ください。
※期間中は無料シャトルバス（和束茶カフェ発着）を運行します。
　（和束茶カフェ～和束長井～和束高橋）
※茶畑ハウス最寄のバス停：和束長井バス停

和束町

寄贈された笠やんの石碑

茶畑ハウス（イメージ）
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まち・むらの話題まち・むらの話題

老人クラブグラウンド
ゴルフ大会

京都府指定無形民俗
文化財の郷土芸能
田山花踊りが11月３日（金・
祝）に奉納されます

南山城村

　９月 26 日（火）、南山城村総合グラウンドで第
15 回南山城村老人クラブグラウンドゴルフ大会が
開 か れ、 熱 戦
が繰り広げら
れました。
　大会結果は
下記のとおり
です。

　優　勝　南大河原百寿会チーム
　準優勝　月ヶ瀬ニュータウン千歳会Ａチーム
　３　位　本郷老人倶楽部Ｂチーム

秋の京都ゆぶね 行楽弁当エンデューロ 2017
　10 月 1 日（日）、｢秋の京都ゆぶね 行楽弁当エンデュー
ロ 2017｣ が湯船森林公園内 MTBLAND で開かれまし
た。
　このコースは 2021 年におこなわれる「ワールドマス
ターズゲームズ 2021」のマウンテンバイク競技の会場
にも決定しており、注目が集まるなか当日は全国から
多くの方が参加され、家族や仲間からの応援を受けて、
約3kmにも及ぶ起伏に富んだコースを駆け抜けました。
　大きな怪我もなく、レース終了後はみなさんに満足
していただけた様子で、素晴らしい大会になりました。
　参加されたみなさん、関係者や住民のみなさんにお
かれましてはありがとうございました。

和束町

第 24 回南山城村消防操法大会
　10 月８日（日）、南山城村総合グラウンドで第 24 回南山城村消防操法大会が開かれました。この大会
は、消防団員が消火活動をするために必要な消防用機械・器具の操作や実践的技術の向上と士気高揚を
図ることを目的としておこなわれるもので、各部の代表９チームが出場しました。
　団員のみなさんは日頃の訓練の成果を競い合い、各チームとも気迫のこもった正確かつ迅速な行動で
消防技術を存分に発揮しました。
　競技結果は下記のとおりです。

【優　勝】第２分団第１部（田山）
【準優勝】第２分団第２部（田山）
【第三位】第１分団第６部・第７部（野殿・童仙房）

【個人賞】指揮者　大久保晋一（第１分団第６部・第７部）
　　　　１番員　尾崎史明　　（第２分団第１部）
　　　　２番員　山田一貴　　（第２分団第１部）
　　　　３番員　安田晃平　　（第１分団第５部）

南山城村

　広報れんけい 10 月号に掲載しました送迎バスの時刻
を次のとおり変更させていただきます。

　往　路
　　◦第 1 便　やまなみホール駐車場　→　月ヶ瀬口駅　→　宮ノ前
　　　　　　　11：00 発　　　　　　　　11：20 発　　　11：30 着
　　◦第 2 便　月ヶ瀬口駅　→　宮ノ前
　　　　　　　12：20 発　　　12：30 着
　　
　復　路
　　◦第 1 便　宮ノ前　→　月ヶ瀬口駅　
　　　　　　　15：10 発　　15：20 着　　　
　　◦第 2 便　宮ノ前　→　月ヶ瀬口駅　→　やまなみホール駐車場
　　　　　　　15：40 発　　15：50 着　　　　16：00 着

大会の様子【優勝　第2分団第 1部】
（左から）指揮者・吉岡大治朗
１番員・尾崎史明
２番員・山田一貴
３番員・関口翔平

レース時の様子
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まち・むらの話題まち・むらの話題

３町村やましろのタカラ フェスティバル
〜やましろ地域はくらん会〜
日　時　11 月 26 日（日）午前 10 時～午後３時
場　所　南山城村文化会館やまなみホール
内　容
　◦ホールイベント
　　◇科学でスッキリ！やましろサイエンスショー
　◦地域交流ゾーン
　　◇地域団体による活動紹介・体験
　　◇お茶などのふるさとの文化体験
　　◇やましろ未来っ子はぐくみコーナー
　◦サイエンスゾーン
　　◇フリー実験・工作・観察コーナー
　　◇ JAXA コズミックカレッジ
　　※科学の一部プログラムは事前申込みが必要です。

　小中学生の子どもたちを対象としたサイエンス
ショーやペットボトルロケット発射実験など科学イ
ベントのほか、NPO 等の地域団体による活動紹介・
体験・歌のおねえさん（予定）や京きゃらステージ、
子どものプレイパーク（子どもの遊び場）など様々
な催し物を用意して、みなさんのご来場をお待ちし
ています。

問合せ・主催
　やましろのタカラ フェスティバル実行委員会
　事務局 京都府山城広域振興局企画振興室
　☎ 0774・21・2049

３町村元気いっぱい　保育園運動会
　３町村の保育園（所）で運動会がおこなわれました。
　笠置保育所では 10 月９日（祝）に、和束保育園と南山城保育園では 10 月７日（土）におこなわれ、
乳児のかわいいダンスや幼児の力強い演技や競技に大きな拍手がわきおこり、みんなの笑顔が輝く楽し
い運動会になりました。

笠置保育所 和束保育園 南山城保育園

３町村相楽東部広域バス出発進行 !!
　10 月１日（日）、午前 10 時より道の駅お
茶の京都みなみやましろ村バス停において相
楽東部広域バスの出発式がおこなわれまし
た。当日は、京都府の城福副知事をはじめ相
楽東部３町村長など関係者によるテープカッ
トの後、出発に向けたセレモニーをおこない
ました。
　相楽東部広域バスは 10 月２日（月）より週４
日（月・水・金・土曜日）運行を開始しています。
　詳しくは、広報れんけい 10 月号の特集ペー
ジをご覧ください。

出発式の様子
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行　政行　政

平成 30 年度から全ての事業主について個人住
民税の特別徴収義務者を一斉指定いたします
　京都府と府内市町村では、法令遵守及び納税者の利便性向上の観点から、原則として全ての事業主につ
いて、来年度（平成 30 年度）から特別徴収義務者に指定し、特別徴収していただこととなりました。

　※　特別徴収の対象となる従業員には、原則として、正規従業員だけでなくアルバイト・パートなど、
　　所得税が源泉徴収されている方は全て含まれます。
　　　普通徴収（従業員自身で納付）の該当者がおられる場合は、普通徴収切替理由書を給与支払報告書
　　提出時に添付していただくこととなります。
　　　なお、切替理由書（兼仕切紙）の添付及び個人別明細書の摘要欄への符号記入がなければ原則、特
　　別徴収として取り扱いますので、御了承ください。

　従来、普通徴収による納税となっていた従業員についても、普通徴収とする理由がない方については、
特別徴収していただくことになります。特別徴収への御理解と御協力をお願いします。

特別徴収とは？
　給与支払いの際に従業員の方の個人住民税を給与から差し引いて徴収し市町村へ納入いただく制度で、
地方税法上、個人住民税は特別徴収による徴収が義務とされています。

メリットは？
　◦従業員の方が個人住民税支払いのために金融機関等へ出向く必要がありません。
　◦年 12 回に分けて納付するため、１回あたりの負担額が少なくなります。

特別徴収義務者とは、所得税の源泉徴収義務のある給与支払者です。
　ただし、次の場合のみ特別徴収の対象外とすることができます。（ａ～ｅは従業員、ｆは事業主）
　ａ　退職者又は退職予定者（５月末日まで）及び雇用期間が１年未満で再雇用の見込みがない方
　ｂ　毎月の給与が少額のため、特別徴収税額を引き去ることができない方
　　　（例 前年中の給与の支払額が１００万円以下の方）
　ｃ　給与の支払いが不定期な方（例 給与の支払いが毎月でない）
　ｄ　他の事業所から支給されている給与から個人住民税が特別徴収されている方、又は特別徴収される
　　　予定がある方（乙欄該当者）
　ｅ　専従者給与が支給されている方（個人事業主に雇用されている方）
　ｆ　（ａ〜ｅの該当者を除いた）受給者総人員が２人以下の事業主

　他に、電算システム改修が間に合わないことにより特別徴収出来ない場合、届出書の提出により平成 30
年度のみ普通徴収を認める場合があります。詳しくは、従業員のお住まいの市町村へお問合せください。

手続きに関する問合せ先　　笠置町税住民課　　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　　　　　　　　　　和束町税住民課　　☎ 0774・78・3005（直通）
　　　　　　　　　　　　　南山城村税財政課　☎ 0743・93・0103（直通）

制度全体に関する問合せ先　京都府総務部税務課個人住民税担当　☎ 075・414・4433

総務大臣表彰を受賞（和束町）
　10 月 10 日（火）、松石三重子行政相談委員（和束町担当）が総務大臣表彰を受賞
されました。
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受けた民間の有識者で、国の仕事に関する
苦情や意見・要望を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する通知などを
おこなっています。
　松石委員は、行政相談委員として長年にわたり活動し、業績が特に顕著で他の模
範とするに足りると認められ、総務大臣表彰を受賞されました。 松石三重子行政相談委員
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保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
32
　
笑
い
が
創
る
健
康

　

昔
か
ら
「
笑
う
門
に
は
福
来

た
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
笑
顔
は
色
々
な
幸
福
を
運

ん
で
来
て
く
れ
、
周
囲
を
暖
か

く
包
ん
で
く
れ
ま
す
。
医
学
的

に
も
糖
尿
病
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
・
肥
満
症
ま
た
最
近
で

は
癌
治
療
に
も
笑
い
を
含
む
精

神
療
法
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
笑
う
こ

と
で
癌
細
胞
が
消
え
て
し
ま

う
と
言
う
と
驚
か
れ
ま
せ
ん

か
。
そ
の
主
役
と
な
る
の
が
Ｎ

Ｋ
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル 

キ
ラ
ー
）
細

胞
と
い
う
リ
ン
パ
球
の
一
種
で

す
。
み
な
さ
ん
の
体
の
血
液
中

に
約
50
億
個
あ
り
、
毎
日
約

５
０
０
０
個
発
生
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
癌
細
胞
と
戦
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
血
液
中
を
常
に

駆
け
め
ぐ
り
、
癌
細
胞
を
見
つ

け
る
と
そ
っ
と
忍
び
寄
り
、
ぴ

た
っ
と
結
合
し
て
素
早
く
パ
ー

フ
ォ
リ
ン
と
い
う
顆
粒
（
グ
ラ

ニ
ュ
ー
ル
）
を
癌
細
胞
に
打
ち

込
み
、
穴
を
開
け
約
５
分
で
死

滅
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

免
疫
の
お
陰
で
常
に
発
生
し
て

い
る
癌
細
胞
が
定
着
・
増
殖
せ

ず
に
癌
の
発
生
を
防
い
で
く
れ

て
い
ま
す
。
な
ん
と
素
晴
ら
し

い
用
心
棒
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
細
胞
も
顆
粒

を
持
つ
活
性
状
態
で
な
け
れ
ば

十
分
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
活
性
化
の
た
め
に
一
番
効

果
の
あ
る
の
が
笑
う
こ
と
な
ん

で
す
。
で
も
「
笑
う
こ
と
が
ど

う
も
苦
手
で
・
・
」
と
お
っ
し
ゃ

る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

作
り
笑
い
や
愛
想
笑
い
で
も

し
っ
か
り
活
性
化
し
て
く
れ
る

そ
う
で
す
。
ほ
か
に
野
球
の
応

援
や
読
書
・
買
い
物
な
ど
心
が

と
き
め
く
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
活

性
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
笑
い
は
一
瞬
の
緊
張

と
そ
の
後
の
緩
和
、
つ
ま
り
自

律
神
経
の
交
感
神
経
と
副
交
感

神
経
の
連
続
し
た
入
れ
替
わ
り

で
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｋ
細
胞
は
交
感
神
経
の
興

奮
で
そ
の
数
が
増
え
、
副
交
感

神
経
の
興
奮
で
活
性
化
し
ま
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
笑
う
こ
と
は

癌
を
抑
圧
す
る
最
善
の
方
法
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
あ
ス
ト

レ
ス
い
っ
ぱ
い
の
社
会
で
す
が

毎
日
の
生
活
の
中
で
笑
顔
を
大

切
に
し
て
、
み
な
さ
ん
お
一
人

お
一
人
の
桜
梅
桃
李
の
人
生
を

歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

精
華
町 

芳
川
医
院

　
　
　

芳
川　

伸
治

対　

象　

３
町
村
に
お
住
ま
い
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

◦
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

◦
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

　

器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　

の
機
能
に
障
害
を
有
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
の

　

１
級
相
当
の
方

接
種
費
用　

１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
）

接
種
期
間　

11
月
１
日
（
水
）
～
平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

　

申
込
み
方
法
や
接
種
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
の
担
当

　

課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　

和
束
町
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
６
（
直
通
）

　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
お
こ
な
い
ま
す

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
12 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
12 月 3 日（日） 内科
12 月 10 日（日） 内科
12 月 17 日（日） 内科
12 月 23 日（土・祝） 内科・小児科
12 月 24 日（日） 内科・小児科
12 月 31 日（日） 内科・小児科
※ 11 月分については広報れんけい 10 月号をご
覧　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）

実
施
日　

11
月
29
日
（
水
）

受
付
時
間
・
場
所

　

笠
置
町　
　

午
後
１
時
45
分
～
３
時
45
分

　
　
　
　
　
　

笠
置
町
役
場

　

南
山
城
村　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　
　

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

献
血
で
き
る
方

　

男
性 

17
～
69
歳
、
女
性 

18
～
69
歳
ま
で
で
男
女
と
も
体
重

　

50
㎏
以
上
の
方
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
献
血
に
つ
い
て
は
、
献
血
い
た
だ
く
方

　

の
健
康
を
考
慮
し
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る

　

方
に
限
り
ま
す
。

※
輸
血
や
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

献
血
カ
ー
ド
、
ま
た
は
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が

　
　
　
　

で
き
る
も
の

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
笠
置
町
・
南
山
城
村
）

第
４
回 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き

の
お
し
ら
せ
（
南
山
城
村
）

　

平
成
29
年
度
第
４
回
目
の
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き
」
を
開
き

ま
す
。
老
い
へ
の
不
安
、
一
人
へ
の
不
安
、
介
護
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。

今
回
は
「
便
利
な
介
護
グ
ッ
ズ
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

11
月
10
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　

所　
「
い
き
い
き
元
気
広
場
」

　
　
　
　
（
月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
旧
保
育
所
）

内　

容　

い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
情
報
交
換
・
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
・

　
　
　
　

お
い
し
い
お
や
つ
と
お
茶
で
交
流 

問
合
せ　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

　
　
　
　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

 　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
１
２
０
１
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教　育教　育

元気に 3 小学校運動会 !!

「学び舎の歌声」 〜 with ａ smile 〜

　９月 30 日（土）、笠置小学校・和束小学校・南山城小学校でそれぞれ運動会が開かれました。当日は雨
が心配されていましたが、晴天に恵まれました。子どもたちは、この日のために練習してきた成果を家族
や地域のみなさんに見てもらおうと演技や競技に一生懸命取り組んでいました。子どもたちのひたむきな
姿は、見ている人に大きな感動を与え、大きな拍手や歓声が挙がりました。

　10 月 10 日（火）、南山城小学校に歌手の小柳ゆ
きさんが来校され、「学び舎の歌声」というテレビ
番組の収録がおこなわれました。これは三重テレ
ビ放送制作で、旅人役の小柳さんが小学校を訪ね、
子どもたちとともに学び歌う番組です。
　１・２年生は、昨年度につくった「村かるた」で
遊ぶ風景、３年生は、茶道体験学習の様子が収録さ
れました。小柳さんも子どもたちの中に入り、「か
るたとり」や「茶道体験」に挑戦です。
　また、６年生の音楽の授業に小柳さんも参加して、子どもたちにアドバイスしながら、一緒にリコーダー
を演奏したり、歌を歌ったりしました。他にも５年生のお米の学習（脱穀作業）や４年生の椎茸学習の様
子等も収録されました。
　放送予定　　ＫＢＳ京都　11 月 18 日（土）　午前 10 時 30 分～ 11 時（びわ湖放送も同時刻）
　　　　　　　三重テレビ　　　　18 日（土）　午後 8 時 25 分～ 8 時 55 分
　　　　　　　奈良テレビ　　　　19 日（日）　午後 6 時 30 分～ 7 時

笠置小学校 和束小学校 南山城小学校

第
４
回
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

　

９
月
29
日
（
金
）
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
読
書
活
動
推
進
事
業
「
第
４
回
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
」

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
各
自
で
持
ち
寄
っ
た
本
に
つ
い
て
紹
介

し
、
他
の
人
が
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
ど
ん
な
感
想
を
抱

い
て
い
る
か
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
紹
介
さ
れ
た
本
を
自
由
に
見
て
回
る
時
間

に
は
、
本
を
介
し
て
参
加
者
ど
う
し
で
交
流
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
で
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
空
気
の

な
か
、
普
段
は
手
に
取
ら
な
い
本
も
他
の
人
の
紹
介
を

き
っ
か
け
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
新
し
い

本
や
人
と
の
出
会
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

※
紹
介
さ
れ
た
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
（
全
作
品
は
図
書
室
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。）

茶道体験の様子 音楽の授業の様子

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く
ら
く

西
本
鶏
介 

作
・
長
谷
川
義
史 

絵　

喰
っ
た
ら
ヤ
バ
い
い
き
も
の

平
坂
寛 

著　

火
の
昔

柳
田
国
男 

著　

サ
ン
ダ
カ
ン
ま
で
ー
わ
た
し
の
生
き
た
道

山
崎
朋
子 

著　

影
裏

沼
田
真
佑 

著　

せ
い
め
い
の
れ
き
し

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン 

著　

9



安心・安全安心・安全

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
尊
い
命
を
守
る
と
と
も
に
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

２
．
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

　
　

使
用
す
る
。

３
．
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば

　
　

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

　
　

火
を
消
す
。

４
．
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

　
　

置
す
る
。

５
．
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ

　
　

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

　
　

め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

６
．
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火

　
　

器
等
を
設
置
す
る
。

７
．
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

　
　

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

　
　
　

h
ttp

://w
w

w
.so

u
ra

ku
ch

u
b

u
1

1
9

-

　
　
　
　

 kyoto.jp

11
月
９
日（
木
）
か
ら
11
月
15
日（
水
）は

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」で
す

◦
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

電
話
一
本
で
救
え
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

◇
身
体
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
直
接
的
な
暴
力
行
為
・

　
　

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
等

　

◇
ネ
グ
レ
ク
ト　

食
事
を
与
え
な
い
・
不
潔
に
す
る
な

　
　

ど
保
護
者
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
行
為

　

◇
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
脅
し
や
子
ど
も
の
面
前

　
　

で
の
夫
婦
喧
嘩
等
の
行
為

　

な
ど
が
虐
待
に
当
た
り
ま
す
。｢

虐
待
か
も
？
」と
思
っ

　

た
ら
、
木
津
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
二
輪
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　

秋
は
ツ
ー
リ
ン
グ
の
季
節
で
す
。
二
輪
車
の
事
故
に

　

は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

二
輪
車
の
事
故
原
因
で
多
い
の
が
、
漫
然
運
転
や
安

　

全
不
確
認
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で
す
。
ラ
イ
ダ
ー

　

と
し
て
無
理
な
追
い
越
し
、
サ
ン
キ
ュ
ー
事
故
に
も
注

　

意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
顎
紐
は
し
っ

　

か
り
締
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦｢

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
っ
て｣

は
詐
欺
で
す

　
　

身
に
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
に
つ
い

　

て
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で｢

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
っ

　

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
販
売
し
て
い
る
電
子
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を

　

有
料
サ
イ
ト
の
登
録
料
・
退
会
料
等
の
名
目
で
購
入
さ

　

せ
る
の
は
詐
欺
の
手
口
で
す
。み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
、

　

特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

　

た
、
不
審
な
メ
ー
ル
等
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
警
察
に
通

　

報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０　

　

９
月
28
日
（
木
）、
午
後
２
時
か
ら
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

で
木
津
警
察
署
・
相
楽
交
通
安
全
協
会
・
相
楽
地
方
５
市

町
村
主
催
に
よ
る
「
相
楽
高
齢
者
交
通
安
全
大
会
」
が
開

か
れ
、
相
楽
地
方
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
の

み
な
さ
ん
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
交
通

安
全
宣
言
・
南
山

城
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
歌
と
体
操
・

交
通
安
全
教
室
・
京

都
府
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
な
ど

の
ほ
か
、
実
際
に

参
加
者
が
車
に
乗

り
自
動
ブ
レ
ー
キ

を
体
験
す
る
セ
ー

フ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー

ト
カ
ー
の
体
験
会

も
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

来
年
も
和
束
町

で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

相
楽
高
齢
者
交
通
安
全
大
会京都府警察音楽隊の演奏 自動ブレーキの体験

�



おしらせおしらせ
大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
蕎
麦
打
ち
体
験
教
室
』

実
施
日　

11
月
22
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

ふ
れ
あ
い
工
房 
て
ら
す
和
豆
香

講　

師　

橋
本
修
さ
ん
（
井
手
町 

六
臂
窯
）

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）・

　
　
　
　

タ
オ
ル

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

11
月
６
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）

　
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
Ｚ
ｐ
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
ｔ
ｉ（
ズ
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
）の
編
み
物
体
験
教
室
』

実
施
日　

11
月
30
日
（
木
）

時
間
・
場
所　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

藤
田
好
子
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
０
０
円

持
ち
物　

ズ
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
糸
１
玉
（
１
２
０
ｍ

　
　
　
　

以
上
）・
か
ぎ
針
（
８
～
10
号
）・
裁

　
　
　
　

縫
道
具

定　

員　

各
会
場
先
着
６
人

申
込
受
付　

11
月
13
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

11
月
６
日
（
月
）・
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

11
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

11
月
11
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
９
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
和
束
親
と
子
ど
も
の
茶
道
教
室
』

　

屋
外
で
お
茶
を
す
る
こ
と
を
野
点
（
の
だ
て
）

と
言
い
ま
す
。
今
回
は
野
点
を
楽
し
み
ま
す
。 

　

親
子
で
な
く
て
も
参
加
可
能
で
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。 

日　

時　

11
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時 

場　

所　

和
束
町
運
動
公
園
芝
生
広
場

　
　
　
　
（
雨
天
時 

て
ら
す
和
豆
香
） 

対　

象　

親
子
10
組
・
外
国
人
対
応
も
可 

費　

用　

1
人
５
０
０
円 

申
込
・
問
合
せ 

　

池
田
み
ゑ
子　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
１
５
０

　

中
井
薫　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
２
５
７ 

申
込
締
切　

11
月
16
日
（
木
） 

主　

催　

お
茶
の
郷
和
束 

茶
道
教
室 

※
和
束
親
と
子
ど
も
の
茶
道
教
室
は
、
平
成
28

　

年
度
和
束
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
で

　

和
束
の
茶
文
化
を
通
じ
た
交
流
の
た
め
に
始

　

ま
っ
た
事
業
で
す
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
27
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

　
　
　
　

研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

11
月

14
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

24
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

11
月

15
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

17
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

24
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時

11
月
14
日
（
火
）・
28
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１–

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

講
　
座

相
　
談

�



き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

11
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象

　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み

　

電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
21
日
（
火
）

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご
予
約
の
際
、
お

名
前
・
年
齢
・
住
所
・ 

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・

相
談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く

だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

第
10
回
介
護
教
室

　

今
年
も
介
護
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
り
た
い
事
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
和
束
町
庁
舎
隣
）２
階
大
ホ
ー
ル

申
込
締
切　

11
月
20
日
（
月
）
ま
で

内　

容

　

①
「
認
知
症
治
療
薬
の
最
近
の
話
題
」

　

②
「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
社
会
」
講
師　

　
　
　

柳
沢
活
道
ヶ
丘
診
療
所　

柳
澤
衛
先
生

　

③
寸
劇
「
や
っ
ぱ
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

　
　

が
す
て
き
」

　

④
認
知
症
予
防
体
操
・
ニ
ン
ニ
ン
体
操
他

問
合
せ
・
申
込

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

わ
ら
く

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
０
１
６
５

　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
５
０

　

和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
１
２

　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
７
４
３
・
93
・
１
２
０
１

共　

催　

社
会
福
祉
法
人
和
楽
会
・
笠
置
町
社
会

　
　
　
　

福
祉
協
議
会
・
和
束
町
社
会
福
祉
協

　
　
　
　

議
会
・
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

後　

援　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

そ
の
他　

送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
小
学
生
の

絵
画
展

　

11
月
11
日
～
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。
笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
で
は
、

小
学
生
の
絵
画
展
を
お
こ
な
い
ま
す
。

展
示
期
間　

11
月
11
日
（
土
）～
17
日
（
金
）

展
示
場
所　

　

笠
置
町　
　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

　

和
束
町　
　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

南
山
城
村　

南
山
城
村
文
化
会
館
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

問
合
せ

　

笠
置
町
税
住
民
課

　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　

和
束
町
税
住
民
課

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５
（
直
通
）

　

南
山
城
村
税
財
政
課

　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
３
（
直
通
）

※「
税
を
考
え
る
週
間
」に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.nta.go.jp

）

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」書
道
展

開
催
中

展
示
期
間　

11
月
１
日
（
水
）～
30
日
（
木
）

展
示
場
所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５
（
直
通
）

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
講
演
会

日　

時　

11
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
南
山
城
の
茶
園
景
観
と
世
界
遺
産
」

講　

師　

京
都
工
芸
繊
維
大
学 

清
水
重
敦
教
授

聴
講
料　

無
料

　
　
　
　
（
関
西
文
化
の
日
の
為
入
館
料
が
無
料
）

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

文
化
財
講
演
会

日　

時　

11
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
庶
民
の
お
茶
文
化
と
製
茶
技
術
」

講　

師　

元
静
岡
産
業
大
学
教
授

　
　
　
　

中
村
羊
一
郎
さ
ん

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
５
０
円
・
小
中
学
生
70
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

消
防
フ
ェ
ア

日　

時　

11
月
11
日
（
土
）　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原

　
　
　
　
「
２
階
平
安
コ
ー
ト
」

　
　
　
　
「
平
面
駐
車
場
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
前
」

内　

容　

梯
子
車
及
び
救
助
工
作
車
展
示
・
心

　
　
　
　

肺
蘇
生
法
の
体
験
・
油
火
災
実
験
・

　
　
　
　

起
震
車
体
験
他

問
合
せ
・
主
催

　
　
　
　

奈
良
市
北
消
防
署

　
　
　
　

☎
０
７
４
２
・
71
・
９
１
１
９

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
２
１
１
９

京
都
府
南
部
（
乙
訓
・
山
城
地
域
）

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

日　

時　

11
月
25
日
（
土
）
午
後
1
時
～
４
時

場　

所  

文
化
パ
ル
ク
城
陽

　
　
　
　
（
4
階
大
会
議
室
・
地
下
市
民
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　

近
鉄
京
都
線
「
寺
田
」
駅
よ
り
南
へ

　
　
　
　

徒
歩
７
分

内　

容　

◦
福
祉
職
員
リ
レ
ー
ト
ー
ク 

午
後
１
時
～

　
「
若
手
職
員
」「
ベ
テ
ラ
ン
職
員
」「
子
育
て
中

　

職
員
」
な
ど
、
出
展
法
人
の
職
員
が
思
い
や

　

体
験
談
を
お
話
し
し
ま
す
。

◦
合
同
就
職
面
接
会 

午
後
1
時
30
分
～

　

出
展
法
人
ブ
ー
ス
で
人
事
担
当
者
や
先
輩
職

　

員
か
ら
具
体
的
な
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

◦
出
展
法
人 

乙
訓
・
山
城
地
域
の
介
護
・
福
祉

　

事
業
所 

約
30
法
人

対　

象

◦
一
般
求
職
者
等

◦
医
療
系
有
資
格
者
等

◦
平
成
30
年
・
31
年
3
月
卒
業
予
定
者
等

　

一
般
の
学
部
学
科
の
方
・
一
般
求
職
者
の
方
・

　

無
資
格
の
方
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

予　

約　

不
要

入
場
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

催
　
し

おしらせおしらせ

�



おしらせおしらせ
問
合
せ
・
主
催

　

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
（
社
会
福
祉
法
人 

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
０
７
５･

２
５
２･

６
２
９
７　

 

第
20
回
住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　

時　

11
月
30
日
（
木
）　

午
後
３
時
30
分
～

場　

所　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

９
階
会
議
室

内　

容　
「
高
齢
男
女
の
尿
も
れ
・
前
立
腺
の
悩

　
　
　
　

み
に
答
え
ま
す
」

　
　
　
　

尿
も
れ
が
心
配
・
夜
間
何
度
も
ト
イ

　
　
　
　

レ
に
行
く
・
前
立
腺
肥
大
症
と
癌
が

　
　
　
　

心
配

講　

師　

京
都
府
立
医
科
大
学

　
　
　
　

泌
尿
器
科
学
教
室
教
授 

浮
村
理
先
生

申
込
み　

不
要

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５

笠
置
町
商
工
会
パ
ー
ト
職
員
募
集

募
集
職
種　

事
務
（
一
般
・
経
理
）

雇
用
形
態　

11
月
27
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
（
契
約
更
新
の
可
能
性
有
）

採
用
人
数　

１
人

時
間
給　
　

９
０
０
円

業
務
内
容　

商
工
業
者
の
記
帳
指
導
等

必
要
な
経
験
等　

　

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）

募
集
締
切　

11
月
10
日
（
金
）

問
合
せ　
　

笠
置
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
１
５
９

　
　
　
　
　

０
７
４
３
・
95
・
２
９
６
０

　
労
働
保
険
の
成
立
手
続
は
お
済
み

で
す
か

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
週

間
で
す

　

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
２

つ
を
併
せ
た
保
険
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
労
働
（
通
勤
）
災
害
や
失
業
等

が
発
生
し
た
場
合
に
、
保
険
給
付
等
を
お
こ
な

う
こ
と
に
よ
り
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
制
度
で
す
。
労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
・
運

営
し
て
い
る
強
制
保
険
で
す
。
原
則
と
し
て
、

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
労
働
保

険
の
適
用
事
業
所
と
な
り
、
事
業
主
は
成
立
手

続
（
加
入
手
続
）
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

京
都
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
４
１
・
３
２
１
３

　
　
　
　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・

　
　
　
　

公
共
職
業
安
定
所
ま
で

　
　
　
　

京
都
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

http://kyoto-roudoukyoku.

　
　
　
　
　

 jsite.m
hlw

.go.jp/

人
事
異
動
の
お
し
ら
せ（
笠
置
町
）

　

平
成
29
年
10
月
１
日
付
け
で
左
記
の
と
お
り

人
事
異
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

※
係
長
級
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
課
長
級
】　　
　
　

※
（　

）
内
は
旧
役
職
名

　

前
田
早
知
子　

　
　

総
務
財
政
課
長
兼
企
画
観
光
課
長
兼
会
計

　
　

管
理
者
（
総
務
財
政
課
長
兼
会
計
管
理
者
）

　

小
林
慶
純

　
　

企
画
観
光
課
担
当
課
長
（
企
画
観
光
課
長
）

　11 月６日（月）午後２時から午後
３時にかけて、高度情報ネットワー
クのメンテナンス作業を実施します。
　作業中、一部の時間帯でインター
ネット接続サービスがご利用いただ
けなくなります。
　ご利用のみなさんには大変ご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
　また、インターネット接続におき
まして、コンピュータウィルスによ
るものと思われる大容量の通信が確

認されています。
　これにより通信障害が発生し、ネッ
トワーク全体でインターネットに繋
がりにくくなったり、通信速度が極
端に遅くなったりという影響が出て
います。（※現在、対策中です。）
　快適に安心してインターネットを
利用できるよう、コンピュータウィ
ルス対策を万全にしましょう。
問合せ
笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）
南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102（直通）

高度情報ネットワークからのおしらせ（笠置町・南山城村）

むらぷら「やまんなか」つながるプロジェクト
小屋作りワークショップ
　専門的な知識が無くてもできる簡単な小屋作りのワー
クショップ。
　やまんなかの敷地内に基礎を作るところから、竹を使っ
た屋根葺きまで小屋作りを一通り体験できます。

日　程　11 月 11 日（土）・12 日（日）・12 月 2 日（土）・
　　　　12 月 3 日（日）
時　間　各回午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分
定　員　各回 12 人

参加費　各回　3,500 円（昼食・保険代含む）
　　　　全 4 回参加の場合　10,000 円
申込み　メールで参加申込みをお願いします。件名は「む
　　　　らぷら小屋作りＷＳ」、本文にご希望の日程・お
　　　　名前（ふりがな）・性別・生年月日・ご住所・電
　　　　話番号・メールアドレスを入力し、下記アドレ
　　　　スあてに送信してください。
　　　　murapura163@gmail.com
問合せ　南山城村移住交流スペースやまんなか
　　　　☎ 0743・94・0666
※開館日以外は南山城村むらづくり推進課に転送。
　問合せ対応します。

募
　
集

出張がん個別相談会
日　時　11 月 7 日（火）・12 月 5 日（火）
　　　　いずれも午後 1 時～ 3 時 30 分
場　所　京都府山城南保健所
相談員　京都府がん総合相談支援センター
　　　　の保健師または看護師
相談料　無料
予　約　実施日の前日午後 4 時までに下記
　　　　フリーダイヤルへお申込みください。
　　　　京都府がん総合相談支援センター
　　　　☎ 0120・078・394（フリーダイヤル）
　　　　（午前 9 時～正午・午後 1 時～ 4 時）

そ
の
他

�



おしらせおしらせ

大人の英会話教室 Christmas Party
誰でも気軽に参加できます★歌やゲームで楽しみましょう♪

日　時　12月15日（金）午後７時〜８時30分

場　所　和束町体験交流センター
申込受付　11 月 20 日（月）～ 12 月 6 日（水）
　　　　　　※土・日・祝日を除く午前 9 時～午後５時

申　込　み　教育委員会生涯学習課　☎ 0774･78･4335
そ　の　他　参加費等、詳しくは連合ホームページまたは
　　　　　チラシをご覧ください。

お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） ☎075・414・4529
詳細は「お茶の京都博」ホームページへ！（ochahaku.kyoto）お問合せ 　

宇治茶博＠産業・国際交流

宇治茶 世界文化遺産シンポジウム

11月10日(金)・11日(土)  午前10時～午後５時日時
場所

☎075・414・4967（京都府農産課）

席に限りがありますので、事前申込はJTBまで（☎075・284・0173）

☎0743・95・2301（笠置町企画観光課）

☎0743・95・2301（笠置町企画観光課）

【メイン会場】文化パルク城陽  【サテライト会場】福寿園CHA 遊学パーク

11月12日（日）  午前10時～午後０時30分日時
場所 同志社大学 京田辺キャンパス 恵道館KD201

お茶の京都記念・
駅ナカ茶カフェ「STATION!!」
オープンイベント

11月19日（日）

カフェ＆ネイルサロンが
NEWオープン！

日時
場所 JR笠置駅舎

お茶の京都記念・
マチナカ鍋フェスタ

12月3日（日） 
午前9時30分～午後3時30分

『鍋-1 グランプリ』、
ボルダリング体験、
ココロオークションも登場！

日時

場所 笠置町内（天然わかさぎ温泉 
笠置いこいの館ほか）

☎0774・64・1364（京田辺市産業振興課）

☎0774・75・1216（木津川市観光商工課）
※漫画『へうげもの』と当イベント企画全体との関連はございません

世界6つの国と地域のお茶関係者が茶文化やお茶の生産を紹介

お茶の京都博

千玄室さんによる「お茶と世界遺産」をテーマにした基調講演など

へうげもの茶宴 in みかのはら
11月3日（金・祝） 午前10時～午後4時日時 場所 恭仁宮跡

お茶の擬人化コスプレイベントなど、楽しい企画がいっぱいの
「お茶のテーマパーク」を1日限りで開催！
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カブキモノ茶宴
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場所 久御山町役場1階ロビー
「世界一の技術で製作した久御山流『黄金の茶室』」で呈茶

お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） ☎075・414・4529
詳細は「お茶の京都博」ホームページへ！（ochahaku.kyoto）お問合せ 　

宇治茶博＠産業・国際交流
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【メイン会場】文化パルク城陽  【サテライト会場】福寿園CHA 遊学パーク
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場所 同志社大学 京田辺キャンパス 恵道館KD201

お茶の京都記念・
駅ナカ茶カフェ「STATION!!」
オープンイベント

11月19日（日）

カフェ＆ネイルサロンが
NEWオープン！

日時
場所 JR笠置駅舎

お茶の京都記念・
マチナカ鍋フェスタ

12月3日（日） 
午前9時30分～午後3時30分

『鍋-1 グランプリ』、
ボルダリング体験、
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笠置いこいの館ほか）

☎0774・64・1364（京田辺市産業振興課）

☎0774・75・1216（木津川市観光商工課）
※漫画『へうげもの』と当イベント企画全体との関連はございません

世界6つの国と地域のお茶関係者が茶文化やお茶の生産を紹介

お茶の京都博

千玄室さんによる「お茶と世界遺産」をテーマにした基調講演など

へうげもの茶宴 in みかのはら
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お茶の擬人化コスプレイベントなど、楽しい企画がいっぱいの
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カブキモノ茶宴
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場所 久御山町役場1階ロビー
「世界一の技術で製作した久御山流『黄金の茶室』」で呈茶

第28回 笠置解放文化祭
 「絆：きずこう・ずっと・なかま」
　人権確立の社会を目指し、交流を深め、新しい文化
を創造しよう。

日　時　11 月 4 日（土）
　　　　午前 10 時～午後３時
会　場　笠置会館・児童館
内　容　作品展示・模擬店・催物
問合せ　笠置解放文化祭実行委員会
　　　　☎ 0743･95･2140

さ わ や かボランティア・
ロード事業参加団体募集

就学時健康診断

　ボランティアで道路の環境美化活動をしていただける団体・
地元自治会・企業等を募集しています。対象道路は京都府が
管理する国道・府道です。
　必要な清掃道具や花の種苗は府がお貸し、またはお渡しし
ます。
　また、ボランティア活動中の保険費用は府が負担します。
　http://www.pref.kyoto.jp/doroka/sawabora.html
問合せ　京都府山城南土木事務所　　☎ 0774・72・9686

　来年４月に小学校に入学予定の子どもを対象にした就
学時健康診断を各小学校でおこないます。
日時・場所
　◦南山城村　11 月 ７ 日（火）（南山城小学校）
　◦和束町　　11 月 13 日（月）（和束小学校）
　◦笠置町　　11 月 21 日（火）（笠置小学校）
※時間は午後１時 30 分からです。
　視力や聴力検査、内科健診などをおこないます。
※対象児には通知しています。
問合せ　教育委員会学校教育課　☎ 0774・78・4335

やまなみキネマ

【SING –シング–】
上映会

★ あらすじ ★
客足が遠のき、閉鎖寸前
の劇場の支配人バスター
は、大規模な歌のオーディ
ションを開催して劇場に活
気を取り戻そうとする。と
ころが秘書のミス・クロー
リーが作ったチラシの賞金
は 10 万ドルになっていて
･･･！？

12 月 9 日（土）
時　間　日本語吹替え　午前 10 時～
　　　　日本語字幕　　午後 2 時～
　　　　（※いずれの回も 30 分前開場）
入場料　無料　※要予約 / チケット有り
会　場　やまなみホール
問合せ　南山城村文化会館やまなみホール
　　　　☎ 0743・93・0560
　　　　FAX0743・93・0596
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★ Pick UP ★
　「鳥類学者だからって、鳥が好き
　だと思うなよ。」
　川上和人 著 

　出張先は火山にジャングル、無人島。
血を吸うカラス、空飛ぶカタツムリ相
手に奮闘し…。知られざる理系蛮族「鳥
類学者が抱腹絶倒、命がけの日々を綴
る。

図書室図書室 消費者生活消費者生活
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と
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☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　11 月 26 日（日）
　　　　　午前 10 時 30 分～
　場　所　和束町体験交流センター
　　　　　ホール

☆貸出日が増えます
　秋の読書週間中【10月27日（金）〜11月９日（木）】
は、　通常閲覧日である木曜日も貸出日となります。

相
談
す
れ
ば　

楽
に
な
る

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

月の満ち欠け 佐藤正午
鳥類学者だからって、鳥が好
きだと思うなよ。 川上和人

AX 伊坂幸太郎

児童書
スイーツ駅伝 二宮由紀子
妖怪美術館 広瀬克也
この世界の片隅に こうの史代

和　束　町

一般書

君が夏を走らせる 瀬尾まいこ
運命の恋をかなえるスタン
ダール 水野敬也

忙しい人のための「ついでレ
シピ」 笠原将弘

児童書

とりこしふくろう 滑川まい

サンカクさん ジョン・クラッ
セン

これだけはしっておきたい世
界地図 稲葉茂勝

南山城村

一般書
焚き火の達人 伊澤直人
本を守ろうとする猫の話 夏川草介
星の子 今村夏子

児童書

あいたくなっちまったよ きむらゆういち
オニのきもだめし 岡田よしたか
ニュートリノの謎を解いた梶
田隆章物語 山本省三

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター図書室より

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,401 人　（-4）
世帯数　　657世帯（±0）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,079 人（−10）
世帯数　1,712 世帯（±0）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,829 人　（-3）
世帯数　1,246 世帯（-2）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 10月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

環　境環　境

　2 年半前に念願の田舎暮らしとゲストハウスの夢を実現さ
せるため、和束町に引越してきました。 
　実家が南加茂台で、和束町は知っていましたが、「和束町い
いよ！」という木津の友人の勧めもあり訪ねてみると、本当
に素敵な町で、何よりお会いする人々の温かさと茶畑の美し
さにも魅かれ引越しを決めました。農家民宿 Blodge Lodge

（ブロッジロッジ）も開業することができ、1 日 1 ～ 2 組のこ
ぢんまりとした宿ですが、家族全員でゲストとの交流を楽しまさせていただいています。神社の行事や地蔵盆等色々な
地域の行事にも参加させていただき、都会ではなかったコミュニティのつながりが新鮮で、こういうつながりがある地
域で子育てできて良かったなと思います。保育園の待機児童ゼロも素晴らしいです！近所の畑を借りての野菜作りが最
近の趣味になってきました。自分たちで作ったり近所の方にいただいた野菜を食べるのが楽しい今日この頃です。

～大阪市から移住～
ブロジェット育子さん

わたしたち　移 住 　しました

ビン・缶類の出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン
出す時の注意
・キャップやふたは必ず外して、中身を全部取り除き軽く水洗い

してください。
・外したふたは、プラスチック製のものはプラスチック製容器

包装に、金属製のものは粗大ごみに出してください。
・ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はできるだけ購入店へ返却してく

ださい。購入店に返却された瓶は洗浄してリユース（再利用）
されます。

・農薬・劇薬等のビ
ンは収集できませ
んので販売店等に
引取を依頼してく
ださい。

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　ジュースの缶・ビールの缶・缶詰の缶
　　　　　　一斗缶・スプレー缶
出す時の注意
・中身を全部取り除き水洗いしてくださ

い。
・中にタバコなどを入れたまま出さない

でください。
・スプレー缶・カセットボンベ等につい

ては中身が残ったままであると、発火
事故の原因となり大変危険です。使い
きってから缶類の
日に出してくださ
い。

・缶以外の金属は粗
大ごみに出してく
ださい。

ビ　ン 缶　類

◦ビン収集日
　笠　置　町　毎月　第２火曜日の翌日
　和　束　町　毎月　第３金曜日
　南山城村　毎月　第３月曜日

◦缶類収集日
　笠　置　町　毎月　第３日曜日の翌日
　和　束　町　毎月　第２・４金曜日
　南山城村　毎月　第２水曜日


